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巻頭言 
 
 今年度はリスク・レジリエンス⼯学学位プログラムとして 3 年⽬を迎えました。ちょう
ど学位プログラム移⾏の直前から猛威を振るい始めた新型コロナウイルス感染症との闘い
からも三年が経ちましたが、いまだ終息が⾒えていない状況です。加えて、ロシアによる
ウクライナ侵攻を契機に世界的に不安定になりつつあり、考え⽅、⾏動，などすべてにお
いて変⾰が求められてきています。 
 今⽇私たちの⽣活は感染症のみならず、多発する⾃然災害や深刻化する気候変動、航空
機・⾃動⾞など移動体事故、情報システムにおける個⼈情報の盗⽤や電⼦的詐欺など、さ
まざまなリスクに囲まれています。リスク評価によるシステム設計は、損害の規模と発⽣
確率からリスク評価を⾏いそれが予め決めた閾値を越えないようにいわば「想定内」でシ
ステムを設計することを⽬標としてきています。リスク・レジリエンス⼯学学位プログラ
ムは、これら多様なリスクを科学的かつ⼯学的な⽅法により解明しようとする観点に、回
復⼒やしなやかな強さを意味する"レジリエンス"の観点を加え、前⾝のリスク⼯学専攻よ
り発展継承的に移⾏されました。新たにレジリエンス評価によるシステム設計の観点を加
え、閾値を超える「想定外」に対応できるようにシステムを設計することを⽬的とするよ
う教育研究活動を発展・展開させています。 
 このためには、現実のリスクに関連する問題について豊富な知識と関⼼を持ち、これら
の問題に対して広い視野と強いリーダーシップをもって、問題設定から⼯学的⼿段による
解決までの⼀連のプロセスを理解し、プロジェクト運営能⼒を発揮して具体的な解決⼿段
を考案・開発できる能⼒を⾝につけることが何よりも重要です。当学位プログラムでは、
こうした能⼒を養成するために「リスク・レジリエンス⼯学グループ PBL演習」を必修科
⽬として開設しています。PBLとは Project-based learning（プロジェクト型学習）もしく
は Problem-based learning（課題解決型学習）であり、この演習において、博⼠課程前期
（修⼠課程）の 1年次⽣は 3名から 4 名のグループを組んで PBL型研究を⾏います。4 ⽉
から 11 ⽉までの約 7ヶ⽉をかけ学⽣が主体的にテーマおよび⽬標を設定し、週 1回程度
のミーティングなどを⾏いながら⾃分たちが主体的に研究を進めます。そして、当学位プ
ログラムに所属する学⽣が学年横断的に参加する演習で⼝頭やポスターによる発表会を⾏
い、報告書にまとめます。 
 広い視野の醸成のため、研究テーマは原則としてグループ員学⽣の専⾨分野以外から選
ぶようにしています。⼾惑う学⽣も少なくありませんが、分野横断的 PBLによって得られ
る成果は通常の授業のレポートの域をはるかに超え、関連学会で発表するに⾄るものもあ
ります。また、中間発表会、最終発表会ならびにポスター発表会は、研究発表の実践的な
訓練の場となっています。昨年度までは新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌の観点から主に
オンラインを活⽤しての実施となりましたが、今年度は原則対⾯としつつ必要に応じてオ



ンラインも併⽤するよう世話⼈教員らが⼯夫しつつ実施し、各発表会においては⾮常に活
発な質疑が⾏われました。このように、グループ PBL演習は当学位プログラムでの教育活
動における重要な特⾊の⼀つとなっています。 
 本報告書は令和 4年度に実施したグループ PBL演習の成果をまとめたものです。学類
(学部)学⽣のみなさんはもとより、他学位プログラム・他研究群の院⽣や教員の皆様にも
当学位プログラムの教育活動の⼀端をご覧頂きたいと思います。当学位プログラムのホー
ムページ（https://www.risk.tsukuba.ac.jp/）には、最終発表会における発表スライドも掲
載しております。是⾮ご⼀読いただき、リスク・レジリエンス⼯学学位プログラムの研
究・教育活動にご興味を持っていただければ幸いです。 
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